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図3 授業時に使用したワークシートの内容
Ⅳ 授業研究の学習理解・効果
本章では，ワークシートの学習記録をもとに，憲法改正に関する授業理解，新聞活用の学習
効果について述べる。
1 学習理解
グループにおける意見共有・交換後，3記事内容に対する補足として，社会的背景や政治的
思惑を交え説明した。その上で，憲法改正について自分の立場として，理由を添えて賛成，反
対のいずれかを示し，書くよう指示した。
具体的には，「賛成」の立場が44％，「反対」の立場が53％，「不明」3％という結果となり，
やや「反対」が上回った。「賛成」の立場の理由として，憲法における自衛隊の位置付けの明
確化，日本周辺国の有事への不安，東京五輪といった節目を利用する転換などの意見が挙がっ
た。「反対」の立場の理由として，紛争に巻き込まれるリスクの危険性，憲法改正に関する議
論不足，過去の過ち（戦争）を繰り返す危険性，親世代や祖父母世代が戦争放棄を守ってきた
意味の尊重などの意見が挙がった。
よって，賛否に関係なく，憲法改正の意味・重みを理解した上で，自分の考えを示し判断し
たものと解釈できる。
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図4 憲法改正についての自分の立場
資料）授業ワークシート。
2 学習効果
ここでは，3記事を用いた学習効果について述べる。受講者は，学習効果として，内容の流
れ（時系列），変化，関係性（つながり）といった理解に有効だったと指摘している。また，
全体を俯瞰した上での共通点の気付き，過去の情報をふまえた事実認識の深化に有効だったこ
とも指摘されている。
よって，いずれも単発の記事からは理解しくい情報を，十分補完することに役立ったものと
解釈できる。その理由として，関連する内容を並べたことにある。加え，その情報に連続性が
あった点も有効に働いたものと考えらえる。
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表1 憲法改正についての自分の立場／その理由（例）
【賛成の立場】
意見1
身近に自衛隊の人がいて，合憲か違憲か，どちらかはっきりしてほしいと思うから。
意見2
日本の近隣国で核開発がすすんでいるので，自国を守れるようにした方がよい。
意見3
日本は今まで一度も憲法改正を行ったことがないため，2020年をきっかけに新しい年を目指す
という意向はよいのではと思った。
【反対の立場】
意見1
結局，自衛隊を合憲にすることで日本が争いに巻き込まれるリスクが高まり，戦争への道にす
すむだけだと思う。
事例2
改憲することをそんなに早く決めることはないと思った。自衛隊が戦争に行ったりしてしまう
ことになるのであれば，今後の日本は70年守ってきた戦争放棄が無くなってしまうのではないか
と思った。
事例3
戦争放棄や戦力不保持を長く言ってきたのは過去に大きな戦争をして敗けて反省がたくさんあっ
たからだと思うし，改正してしまうと，また同じことを繰り返してしまうと考えるから。
事例4
自分の親や祖父母の世代が守ってきたものを自分たちもしっかり守っていくべきだと思った。
資料）授業ワークシート。
表2 3記事を用いた学習効果の感想・意見について（例）
事例1
流れがわかりやすくて，とてもいいと思った。パッ見ると話題のつながりがわからなくても，
記事を読むと一つの大きな流れを確認できた。
事例2
古い新聞からみていくことで時系列にのっとった変化を比較することができてより深く内容を
理解できた。
事例3
新聞記事を3紙用いることで憲法改正についての意向が，どのように移り変わっているかがわ
かりました。
新聞を用いて重要な部分を抜き出すという作業があり，考えを深めるきっかけとなった。
Ⅴ おわりに
本稿の目的は，日本国憲法の受講生が，憲法改正に関する3つの新聞記事を活用して，どの
ような学習効果を得たのか明らかにすることであった。すでに述べたように，授業展開は，記
事の読解・記録，情報共有・交換を行い，補足解説を経て，授業理解と学習効果を確認した。
その結果，憲法改正に関する自分の立場では，やや「反対」が多かった。賛否を示した理由
をみる限り，概ね憲法改正の意味・重みは，理解したものと判断できる。続いて，3記事を用
いた学習効果については，高い評価を得た。その理由として，記事を時系列に並べることで，
社会的・政治的背景へ気付きを与え，関係性のつながりを浮き彫りとした。結果，憲法改正に
関する動向について，その変化や構造を理解することにつながったものと考えられる。一方，
情報量の多さや関係性を判断する難しさを指摘する意見があり，今回の新聞活用が全面的に支
持されたわけではない。
今後の課題は，こうした関連する新聞記事を効果的に収集し，活用できるかということがあ
る。とくに継続的活用という点では，担当者の負担も大きい。その解決として，受講者に課題
として，その手の新聞記事を収集させるという方法があろう。このような試みによって，多様
な場面で新聞活用できる可能性が広がる。
機会をみて，課題提示・工夫や授業開発を行いながら，効果的な新聞活用の方法を引き続き
検討していきたい。
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事例4
複数の新聞記事を使うことでそのつながりや書いている情報を得ることができると思います。
事例5
時系列に読んでいったので，その人の心情や内容について変化がわかりやすく読み取ることが
できた。
事例6
新聞の3つの記事を使うことで，共通点を見つけることができ大切な部分がわかる。また，そ
れに関わる情報が書いてあるので理解を深めることができる。
事例7
同一の内容を追っていくには，新聞がわかりやすいと思った。
事例8
どういう内容でどういう流れでいままでやってきたのかが3つの記事を見てわかった。1つの
記事だと過去にあったことのみが取り上げられ，わからないことが多いと思った。関連した記事
を毎日読むことの大切さを学びました。
資料）授業ワークシート。
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図5 学習効果（例）の構造
